
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

福井市第６次男女共同参画基本計画 

 
（案） 

 

福 井 市 
 

資料２－１ 





 

    不死鳥のねがい（福井市市民憲章） 

実践目標（平成３１年4月～令和6年３月） 

１ すすんで 親切をつくし 

愛情ゆたかなまちを つくりましょう 

２ すすんで 健康にこころがけ 

明朗で活気あるまちを つくりましょう 

４ すすんで きまりを守り 

安全で住みよいまちを つくりましょう 

３ すすんで くふうをこらし 

清潔で美しいまちを つくりましょう 

５ すすんで 教育を重んじ 

清新な文化のまちを つくりましょう 

あいさつで ふれあうよろこび 深める絆 

スポーツで 広がれつながれ 元気の輪 

ふるさとを 今よりもっと 美しく 

たかめよう 交通マナーと 防災意識 

（昭和３９年６月２８日制定） 

不死鳥のねがい（福井市市民憲章）推進協議会 

わたくしたちは 不死鳥福井の市民であることに誇りと責任を感じ 

郷土の繁栄と幸福をきずくため 力をあわせ 不屈の気概をもって 

このねがいをつらぬきましょう  

ふくいの魅力 学んで知って 広めよう 



 

 

 

 

 

 

     わたしたちは自立・平等・平和を基本理念として 男女があらゆる分野にともに参画し 

ともに築く やさしさと活力ある福井をめざし ここに｢男女共同参画都市｣を宣言します 

 

 

１ 

お互いの立場を思いやり みんなで家事や育児や介護を 

協力しあう「おもいやり家庭」をつくります 

 

２ 

自らが意識を変え世代を超えたふれあいに努め 

ともに参画し個性を生かしあう「ふれあい地域」をつくります 

 

３ 

家庭での男女共生をもとに能力や機会を生かし 

対等なパートナーシップで励みあう「きょうせい職場」をつくります 

 

 

平成１０年３月１６日制定     

1943043
タイプライターテキスト

1943043
タイプライターテキスト

1943043
タイプライターテキスト
　平成10年に北陸初、全国14番目に「男女共同参画都市宣言」をしました。
　この宣言文は、平成6年から9年にかけて開催した「男女でつくる地域推進フォーラム」
に参加した、市民4千人の話し合いから生まれたものです。
　家庭・地域・職場で、男女がともに参画することで、やさしさと活力ある福井を目指す内容となっています。

1943043
タイプライターテキスト
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１ 計画策定の背景 
 

（１） 国の動き 
国では、平成１１（１９９９）年６月に、男女が互いにその人権を尊重しつつ

責任も分かち合い、性別に関わりなく、その個性と能力を十分に発揮することが

できる男女共同参画社会の実現を目指した「男女共同参画社会基本法」を制定し

ました。翌年の平成１２（２０００）年には、この基本法に基づく「男女共同参

画基本計画」を策定し、以来、社会情勢等の変化に伴う見直しのため、５年毎に

計画を策定しています。現在は「第５次男女共同参画基本計画」（計画期間：令

和２（２０２０）年度～７（２０２５）年度）において、「あらゆる分野におけ

る女性の参画拡大」、「安心・安全な暮らしの実現」、「男女共同参画社会の実

現に向けた基盤の整備」を重点ポイントに掲げ、「すべての女性が輝く令和の社

会」の実現に向け、取り組んでいます。 

男女間における暴力防止等への対応としては、平成１３（２００１）年に「配

偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律（ＤＶ防止法）」を制定

し、配偶者等からの暴力に係る通報、相談、保護、自立支援等の体制整備を進め

ています。 

また、働くことを希望する女性が職業生活において、その個性と能力を十分に

発揮して活躍できるよう、平成２７（２０１５）年に「女性の職業生活における

活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）」を制定しています。事業主の取組

に対する法に基づく支援や、女性に対する支援措置、職業生活と家庭生活との両

立のために必要な環境整備を図っています。 

 

（２） 県の動き 
県では、平成１４（２００２）年に国の男女共同参画社会基本法に基づいた

「福井県男女共同参画計画」を策定するとともに、男女共同参画推進の基本とな

る「福井県男女共同参画推進条例」を制定しています。 

これまで「第３次福井県男女共同参画計画」（計画期間：平成２９（２０１７）

年度～３（２０２１）年度）では、「男女が共に子どもから高齢者まで、互いに

その人権を尊重し、家庭・職場・地域でそれぞれの考え方や能力を生かして協力

し合い、希望を持って活躍できる社会」の実現を目指し、諸施策に取り組んでき

ました。 

現在は、「第４次福井県男女共同参画計画」（計画期間：令和４（２０２２）

年度～８（２０２６）年度）に基づき、多様な幸せの実現や、働き方改革の推進、

女性のゆとり時間の創出等、男女共同参画の実現に向けた諸施策を総合的かつ、

計画的に取り組んでいます。 

ＤＶ防止法に基づく計画としては、現在「配偶者暴力防止および被害者保護等

のための福井県基本計画」（計画期間：令和元（２０１９）年度～１０ 

（２０２８）年度）を策定し、ＤＶ防止等に関する施策を総合的に進めています。 

第１章   計画の策定にあたって 
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（３）  市の動き 

本市は、他市に先駆け、男女共同参画推進の取組を積極的に展開してきました。 

平成１１（１９９９）年、国が「男女共同参画社会基本法」を制定するまでは、

「男女の人権」や「女性の地位向上」、「女性への差別」、「女性の社会参加」

などについて、重点的に取り組んできました。 

平成元（１９８９）年に「福井女性元年」を宣言し、本格的な取組を開始しまし

た。平成２（１９９０）年には、問題意識を持つ女性たちが集まり学習会などを

通してネット網を構築し、「福井女性ネットワーク」を設立しました。現在は、

「福井男女共同参画ネットワーク」に名称変更し、積極的に活動を続けています。 

福井女性元年の宣言から１０年目となる平成１０（１９９８）年に、北陸初・

全国１４番目となる「男女共同参画都市宣言」を制定しています。この宣言文は

「男女でつくる地域推進フォーラム」に参加した市民４千人の話し合いから生ま

れたものです。 

平成１１（１９９９）年に「男女共同参画社会基本法」が制定されて以降は、

男女共同参画社会の実現に向け、市長を本部長とする「福井市男女共同参画推進

本部」を設置し、全庁的に取り組んでいます。さらに平成１５（２００３）年に

は、性別による固定的な役割分担意識やそれに伴う社会制度、慣行をさらに改革

していくため「男女共同参画社会をめざす福井市条例」を制定しています。 

本市の「男女共同参画基本計画」においては、平成４（１９９２）年から概ね５

年毎に社会情勢の変化等を勘案しながら見直しを行っています。第１次計画では

「女性の自立や男女平等」、第２次計画では「男女が対等なパートナーシップ」、

第３次計画では「男女がともにあらゆる分野へ参画」、第４次計画では「市民、

市民組織、事業者、行政の協働及び連携による男女共同参画推進」、第５次計画

では「女性の活躍促進」、「仕事と生活の調和」を重点的に進めてきたところで

す。 

これまでの取組により、本市における男女共同参画意識の醸成は着実に進んでい

るものの、依然としていくつかの課題も残っています。第６次計画では国や県の

男女共同参画計画も注視しながら、これまでの成果と課題を踏まえ、各施策を総

合的かつ計画的に展開していきます。 
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２  計画の位置づけ 
 
（１）  法律上の位置づけ 

本計画は、「男女共同参画社会基本法」及び「男女共同参画社会をめざす福井

市条例」に基づき、男女共同参画推進施策の総合的かつ計画的な推進を図るため

の計画(男女共同参画基本計画)として位置づけます。 

また、「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）」

に基づき、女性の活躍推進施策の総合的かつ計画的な推進を図るための計画（女

性活躍推進計画）としても位置づけます。 

さらに、「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律（ＤＶ

防止法）」に基づき、配偶者からの暴力防止施策の総合的かつ計画的な推進を図

るための計画（配偶者暴力防止対策基本計画）としても位置づけます。 

 

（2）  総合計画等との関係 

本計画は、「第八次福井市総合計画」（計画期間：令和４（２０２２）年度

～８（２０２６）年度）を上位計画とし、その中で示された将来像を具体化する

計画の一つとします。 

  また、総合計画の中で推進するＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の視点を踏

まえて各種施策を進めていきます。 

  さらに、「第２期福井市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン・総合戦略 

（計画期間：令和２（２０２０）年度～６（２０２４）年度）における「まち」

「ひと」「しごと」の好循環を生み出していくための取組としても推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一体のものとして策定 

福井市第６次男女共同参画基本計画 
（令和４年度～８年度） 

福井市男女共同参画基本

計画 
・男女共同参画社会基本法 

 （平成１１年） 

・男女共同参画社会をめざす 

福井市条例（平成１５年） 

福井市女性活躍推進 

計画 

女性の職業生活における 

活躍の推進に関する法律 

（平成２７年） 

福井市配偶者暴力防止

対策基本計画 

配偶者からの暴力の防止 

及び被害者の保護等に 

関する法律（平成１３年） 

第八次福井市総合計画 （令和４年度～８年度） 

≪ＳＤＧｓ １７のゴール（目標）≫ 

第２期福井市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン・総合戦略 
（令和２年度～６年度） 

≪ＳＤＧｓ １７のゴール（目標）≫ 
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（3）  計画の期間 

令和４（２０２２）年度から８（２０２６）年度までの５年間とします。 

 

（4）  計画の推進体制 

「福井市男女共同参画推進本部」及び「福井市男女共同参画審議会」において、

毎年度、数値目標の達成を含めた事業の進捗を評価するとともに施策等の見直し

を行いながら、市民・団体、事業者との協働体制のもと着実に計画を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※福井市男女共同参画推進本部  

   市長を本部長とする行政の推進組織。あらゆる分野に男女共同参画の視点を

反映させ、関係施策を総合的・計画的に推進する。 

 ※福井市男女共同参画審議会 

 市長の附属機関。基本計画及び男女共同参画の推進に関する施策について調査

審議する。 

苦情処理機関 

福井市男女共同参画審議会 

福井市男女共同参画推進本部 

行 政 

 

See（評価・改善） 
事業評価 

施策・推進方法の改善 

事業者 

 
市 民・団 体 

 

報告 意見 

提言 

意見 

提言 報告 

Plan（計画） 

計画見直し 

Do（実行） 

事業実施 

協働体制 
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３ 本市の男女共同参画に関する現状と課題 
        

（１）男女共同参画社会の実現に向けた意識の醸成について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆今後、女性の視点を地域に取り入れるために必要なことは 
。 

 

◆地域・社会活動への参加状況 

 

出典：令和２年度男女共同参画に関する

市民意識アンケート調査 

出典：令和２年度男女共同参画に関する

市民意識アンケート調査 

・「自治会・防災防犯活動」に参加している女性の割合は男性より２割以上 

低い状況です。 

 

・女性の視点を地域に取り入れるためには、男性が「男性中心の組織運営や慣習・

しきたりを見直すための意識啓発を図る」、女性が「家族が協力して家事等を分

担し、女性が参加しやすいようにする」」が最も高くなっています。 
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男性（N＝233） 

◆学校教育において、性別に関係なく個性や能力を生かしていくために 

必要なことは 

 

 

（※）性的指向：どのような性別の人を好きになるか 

性自認：自分の性をどのように認識しているか 

 課題  

・男女双方の意見が取り入れられた地域活動等になるよう、地域での男女共同参画

意識の醸成を図る必要があります。 

・性的指向や性自認について理解し、偏見や差別を無くしていく必要があります。 

・児童・生徒期から、性別に関係なく、自分らしい生き方を考えることや、お互いを尊

重し、理解し合う意識を醸成する必要があります。 

出典：令和２年度男女共同参画に関する

市民意識アンケート調査 

◆性的指向等（※）に悩む人にとって、偏見や差別により生活し

づらい社会だと思うか 
。 

 

出典：令和２年度男女共同参画に関する

市民意識アンケート調査 

全体：74.3% 

男性：67.8% 

女性：79.5% 

・性的指向や性自認に悩む人にとって、「偏見等により生活しづらいと思う」割合

が全体で７割を超えています。 

 

全体（N=573） 

女性（N＝333） 

・学校教育において、性別に関係なく個性や能力を生かしていくためには、「様々

な考え方を持つ人がいることに気付き、互いを認め合う力を養う」ことや「キャ

リア教育を充実させる」が高くなっています。 
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（２）女性がいきいきと活躍できる社会の実現について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（SA） 

全体（女性のみ） 

（N＝159） 

◆男性の育児・介護休業取得率が低い理由は 

。 

 

 

◆管理職になることについてどう思うか。 

◆管理職になりたくない理由は 
。 

 

・「管理職になりたくない」と思う女性は４割を超え、その理由は「仕事と家庭の

両立が困難だから」、「自分の能力に自信がないから」が高くなっています。 

 

出典：令和２年度男女共同参画に関する

市民意識アンケート調査 

出典：令和２年度男女共同参画に関する

市民意識アンケート調査 

全体（女性のみ） 

（N＝333） 

（SA） 

・男性の育児・介護休業取得率が低い理由は、「職場の理解が得られない」が最も

高くなっています。 

 

 

出典：令和２年度男女共同参画に関する

市民意識アンケート調査 
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◆男女がともに活躍できる職場にするために必要なことは 
。 

 

出典：令和２年度男女共同参画に関する

市民意識アンケート調査 

 課題  

・重要な意思決定過程に女性も参画し、女性の視点を十分に反映させる必要があり

ます。 

・女性がいきいきと活躍するために、企業側に、ワーク・ライフ・バランスが実現でき

るような働き方や、男性の育児休業取得を促進するための意識改革を促す必要が

あります。 

・働く女性自身の、キャリア形成に向けた意欲を促進していく必要があります。 

・家庭での女性の負担を軽減するために、家事等の分担意識を啓発し、男性の家事・

育児等への参画を促進していく必要があります。 

・男女がともに活躍できる職場にするためには、家庭と両立ができる職場の支援

や、コロナ禍で関心が高まった、在宅勤務等の柔軟な働き方ができる職場環境が

求められています。 
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（３）安全・安心な暮らしの実現について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆災害時に男女共同参画の視点を取り入れた避難所とするために

必要なことは 

 

・ＤＶを受けた場合に「警察安全相談室」以外の相談機関を把握している割合は、

３割未満となっています。 

・災害時において、男女共同参画の視点を取り入れた避難所とするためには、「男

女のプライバシーの確保」はもちろんのこと、「避難所運営に男女双方の意見を

反映させる」ことが高くなっています。 

（※）ＤＶ：Domestic Violence（ドメスティック・バイオレンス） 

      配偶者やパートナーから振るわれる暴力 

出典：令和２年度男女共同参画に関する

市民意識アンケート調査 

◆ＤＶ（※）を受けた場合に相談する機関を知っているか 
。 

 

（MA） 

出典：令和２年度男女共同参画に関する

市民意識アンケート調査 
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・ＤＶをなくしていくためには、「加害者への処罰強化や更生のための教育」や、

「相談機関の周知及び体制強化」、「学校で暴力を無くしていくための教育」が

求められています。 

◆女性に多いがんの検診受診率 
。 

 

出典：令和２年度男女共同参画に関する

市民意識アンケート調査 

(%) 

◆ＤＶをなくしていくために必要なことは 
。 

 

 課題  

・防災活動や災害対応において、平常時から男女双方の視点を取り入れる必要が

あります。 

・ＤＶに関する正しい知識の普及を図り、被害を未然に防ぐとともに、被害者の安全

確保や自立に向けた支援につなげていく必要があります。 

・女性の妊娠・出産等に対する周囲の理解や、女性に多いがんの検診受診の勧奨等、

生涯を通じた健康支援を図っていく必要があります。 

・子宮頸がん、乳がん及び大腸がん検診の受診率は概ね増加傾向にありましたが、

令和２（２０２０）年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、いずれ

も前年度より減少しています。 

出典：市保健衛生統計 
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１ 基本理念 

 

 

 

男女共同参画社会の実現のためには、互いに尊重し合い、性別に関わりなく、その

個性と能力を十分に発揮できることが重要です。 

未来に向けて、男女があらゆる分野にともに参画し、真に女性が活躍できる、みん

なが輝く、幸せを実感できる男女共同参画都市ふくいを目指します。 

 

２ 基本目標 

基本理念に基づき、男女共同参画を推進していくための目標として、３つの基本目

標を掲げます。 

 

 

 

男女共同参画社会を実現するために、市民の生活に最も身近な地域での活動や学校

教育の中で、性別による固定化された役割分担意識の解消や、性別や年齢に関わらず、

互いを尊重し、理解するための意識醸成を図っていきます。 

   また、女性があらゆる分野において個性と能力を発揮し、いきいきと活躍するために、

企業等に向け、女性の積極的な登用やワーク・ライフ・バランスに向けた意識改革を

促すとともに、女性のキャリア形成への意欲向上、男性の主体的な家事・育児・介護

への参画を促進し、真に女性が活躍できる福井を目指します。 

さらに、安全で安心した暮らしを実現するために、防災や災害対応に男女双方の視

点を反映した取組を促進するとともに、男女間における暴力等の根絶に取り組みます。

併せて、男女が生涯、健康に暮らせるよう支援していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 計画の基本的な考え方 

みんなが輝く 幸せを実感できる「男女共同参画都市」 ふくい 

基本目標Ⅰ  男女共同参画社会の実現に向けた意識の醸成 

基本目標Ⅱ  女性がいきいきと活躍できる社会の実現 

基本目標Ⅲ  安全・安心な暮らしの実現 
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３ 計画の体系について 

   本計画の基本理念の実現を図るため、３つの基本目標を掲げ、基本目標ごとに 

施策の方向及び基本的施策を設定し、総合的かつ計画的に取り組みます。 

 また、施策の進捗状況を検証するため、数値目標を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

【基本目標】 

 ３つの目標を定める 

【施策の方向】 

 目標達成のために進めるべき 

 施策の方向性を定める 

数値目標 

基本目標を達成するための 

施策の進捗状況を検証できる 

よう設定する 

【基本的施策】 

計画期間に進めるべき 

主な施策を定める 



13 

 

４ 計画の体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《女性活躍推進計画》 

《配偶者暴力防止対策基本計画》 
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基本的施策

１-１ 地域・ボランティア活動等における男女共同参画の推進

１-２ 男女共同参画に関する学習機会の充実

１-３ 男女共同参画を推進する市民団体等との連携や支援

１-４ 多様な性を尊重する意識の醸成

２-１ 男女共同参画を推進する教育の充実

２-２ 個性や能力を生かした職業観の醸成

３-１ 意思決定過程への女性の参画拡大

３-２ 女性が活躍できる場の創出

４-１ 家庭生活等と両立しやすい環境づくりへの支援

４-２ 働く場における男女共同参画の推進

５-１ 女性のキャリア形成に向けた意欲促進

５-２ 女性の再就職・起業等への支援

６-１ 男性の家事・育児・介護への参画促進

６-２ 結婚、子育て、介護に関する相談・支援

７-１ 防災や災害対応における男女共同参画意識の醸成

７-２ 防災活動における女性の人材育成

８-１ 配偶者等からの暴力防止等に向けた意識の醸成

８-２ 被害者等への相談支援の充実

９-１ 妊娠や出産、女性特有の疾病等に関する健康支援

９-２ 様々な世代に向けた健康づくりへの支援
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男女共同参画社会とは、個人の尊重や男女平等を前提としています。地域に

おいては、男性だけでなく、女性も積極的に地域活動等に参画し、ともに地域

社会づくりに取り組むことが、地域の活力となっていきます。性別により役割

を固定化せず、男女双方の意見が取り入れられた地域活動等になるよう、地域

での男女共同参画意識の醸成を図っていきます。 

また、男女共同参画社会を実現するためには、自分の存在に誇りを持つこと

ができると同時に、互いに認め合うことが重要です。多様な性的指向や性自認

については、偏見にとらわれることや差別的取扱いを無くしていくために、性

的指向や性自認に関する理解を深め、多様性を尊重する意識の醸成を図ってい

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（※）性的指向：どのような性別の人を好きになるか 

   性自認：自分の性をどのように認識しているか 

 施策の方向 １  

誰もが担う地域社会づくり 

31.4 
30.9 

32.2 

31.6 

33.1

28

30

32

34

36

38

H28 H29 H30 R1 R2

基本目標Ⅰ 男女共同参画社会の実現に向けた意識の醸成

出典：市生涯学習課 

(%) 

◆市公民館運営審議会委員に占める女性の割合 

第３章   施策の方向 
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  ※市公民館運営審議会…公民館の事業運営に関して審議する地域の主要な審議会の 

一つで、学校教育関係者の他、自治会連合会、ＰＴＡなど、 

幅広い地域団体から選出した委員で構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成 果 指 標 現 状 
目 標 値 

（令和８年度） 

市公民館運営審議会委員に占める 

女性の割合 

３３．１％ 

（令和２年度） 
４２．０％ 

数値目標 

基本的施策 

１－１ 地域・ボランティア活動等における男女共同参画の推進 

《主な取組》 

 ・各地区の男女共同参画推進員が中心となって、地域住民の男女共同参画意

識の醸成を図ります。 

 ・男女がともに参画する魅力あるまちづくりを行う地区等を支援し、地域に

おける男女共同参画を推進します。 

 ・市ボランティアネット等を通じて、男女がともに活動できるボランティア

情報を提供します。 

 

１－２ 男女共同参画に関する学習機会の充実 

《主な取組》 

・男女共同参画に関する情報誌等をホームページに掲載し、広く市民への意

識啓発を図ります。 

・講演会やセミナー等を開催し、男女共同参画について学ぶ機会を提供しま

す。 

 

１－３ 男女共同参画を推進する市民団体等との連携や支援 

《主な取組》 

・福井男女共同参画ネットワークとの協働体制により、男女共同参画を推進

します。 

 

１－４ 多様な性的指向や性自認への理解促進 

《主な取組》 

・講座を開催し、多様な性的指向や性自認への理解促進を図ります。 

・研修会等を開催し、一人ひとりの多様性を認め合う意識を醸成します。 
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近年、本県の子どもたちは「全国学力・学習状況調査」や「全国体力・運動

能力、運動習慣等調査」において、トップクラスの成績を収めています。子ど

もたちの個性と能力を生かすための教育の推進に、長年取り組んできたことが

一因となっています。 

今後も、子どもたちが性別に関わらず、一人ひとりが個性と能力を発揮でき

るようにするために、学校教育の場において男女が互いに尊重し、理解・協力

し合える環境の整備を進めていきます。 

また、将来あらゆる分野で活躍できるよう、性別にとらわれることのない、

個性や能力を生かした職業観の醸成を図っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 施策の方向 ２  

個性や能力を伸ばす 

学校教育の推進 

基本目標Ⅰ 男女共同参画社会の実現に向けた意識の醸成

出典：内閣府 令和３年版男女共同参画白書 

◆大学（学部）及び大学院（修士課程）学生に占める女子学生の割合 

（専攻分野別、令和２年度） 
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※市民意識調査による 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成 果 指 標 現 状 
目 標 値 

（令和８年度） 

学校教育の場において男女平等に 

なっていると思う割合 

５２．５％ 

（令和２年度） 
６０．０％ 

数値目標 

基本的施策 

２－１ 男女共同参画を推進する教育の充実 

《主な取組》 

 ・道徳や総合学習等の学校教育全般を通して、男女が互いに尊重しながら学

びあう意識の醸成を図ります。 

 

２－２ 個性や能力を生かした職業観の醸成 

《主な取組》 

・意識啓発教材の活用により、児童・生徒が性別に関わらず、将来就きたい

職業をイメージする機会を提供します。 

・意識啓発教材を活用した出前講座を開催し、児童・生徒期から、性別にと

らわれることのない職業観の醸成を図ります。 
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行政や企業、団体等のあらゆる分野の組織において、多様化する様々な課題

に対応するためには、政策・方針決定過程に、男性だけでなく女性も参画し、

女性の視点を十分に反映することが必要です。女性自身や、男性、企業の意識

を改革し、重要な意思決定過程への女性の参画拡大に取り組みます。 

また、大学等への進学や就職をきっかけに、特に若い女性の県外流出が続い

ていることから、持続的な対流人口の創出を図るなど、女性が活躍できる場を

作り出し、福井での定住につなげます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標Ⅱ 女性がいきいきと活躍できる社会の実現 (女性活躍推進計画)

 施策の方向 ３  

政策・方針決定過程への 

女性の参画拡大 

◆女性の県外転入・転出超過数の推移 

33.4 
33.0 33.0 

34.7 
35.1 

30

32

34

36

38

40

H28 H29 H30 R1 R2

◆市の審議会・委員会等委員に占める女性の割合 

(%) 

転入 

出典：第２期福井市まち・ひと・しごと創生 

   人口ビジョン・総合戦略 

▲ 280 ▲ 280

▲ 397 ▲ 410

▲ 255

▲ 294

▲ 422
▲ 500

▲ 400

▲ 300

▲ 200

▲ 100

0

100

200

▲ 500

▲ 400

▲ 300

▲ 200

▲ 100

0

100

200

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 90歳以上
85～89歳
80～84歳
75～79歳
70～74歳
65～69歳
60～64歳
55～59歳
50～54歳
45～49歳
40～44歳
35～39歳
30～34歳
25～29歳
20～24歳
15～19歳
10～14歳
５～９歳
０～４歳
総数

転出 

出典：市女性活躍促進課 
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成 果 指 標 現 状 
目 標 値 

（令和８年度） 

市の審議会・委員会等委員に占める女性の 

割合 

３５．１％ 

（令和２年度） 
４２．０％ 

 

基本的施策 

３－１  意思決定過程への女性の参画拡大 

《主な取組》 

・市の各種審議会、委員会等において、男女の委員の数が均衡するよう努め

ます。 

・女性の活躍推進に取り組む企業の活動を支援し、企業等においてリーダー

的役割を担う女性の登用につなげていきます。 

  

３－２  女性が活躍できる場の創出 

《主な取組》 

・企業におけるＷＥＢ診断システム「Fukurea」の活用により、企業の女性

活躍への取組促進を図ります。 

・学生が自身の希望する生き方や働き方を主体的に考える機会を提供します。 

・本市での就職や移住をサポートする事業を展開し、県外からのＵ・Ｉター

ンを促進します。 

・福井との関わりを持つ関係人口の創出・拡大を主軸とした事業を展開し、

都市圏等に居住する女性の関係人口の拡大や移住・定住を促進します。  

数値目標 
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女性の活躍を推進するためには、働きたい人が仕事と子育て・介護等を含む

生活との二者択一を迫られることなく、能力を十分に発揮できるよう、ワーク・

ライフ・バランスを図ることが重要です。 

そのためには、残業時間の削減や、男性の育児・介護休業等への職場の理解、

コロナ禍で関心の高まった在宅勤務等の柔軟な働き方の実践など、働きやすい

職場環境の整備が必要となります。企業等に向け、ワーク・ライフ・バランス

や男女共同参画に向けた意識改革を促していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆育児休業取得率 

出典：令和２年度福井県勤労者就業環境基礎調査 

令和２年度雇用均等基本調査 

 

 施策の方向 ４  

ワーク・ライフ・バランスの 

推進 

《男性》 

《女性》 

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ R1 R2

福井県 2.8% 3.7% 5.5% 6.4% 9.2%

全国 3.16% 5.14% 6.16% 7.48% 12.65%

H28 H29 H30 R1 R2

福井県 91.4% 95.2% 97.4% 89.7% 97.2%

全国 81.8% 83.2% 82.2% 83.0% 81.6%

基本目標Ⅱ 女性がいきいきと活躍できる社会の実現 (女性活躍推進計画)
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※「Fukurea（フクリエ）」… 女性活躍やワーク・ライフ・バランスなど、企業が自社の

強み弱みを可視化できる福井市独自のＷＥＢ診断システム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

成 果 指 標 現 状 
目 標 値 

（令和８年度） 

ＷＥＢ診断システム 

「Fukurea」の導入企業数 

４７社 

（令和３年９月） 
１５０社 

数値目標 

基本的施策 

４－１  家庭生活等と両立しやすい環境づくりへの支援 

《主な取組》 

・企業におけるＷＥＢ診断システム「Fukurea」の活用により、企業の柔軟

な働き方への取組促進を図ります。 

・柔軟な働き方や職場環境の整備に向けた講座を開催し、企業の意識改革を

図ります。 

・ワーク・ライフ・バランスの図られた働き方について考える機会を提供し、

企業の職場環境改善に向けた取組を促進します。 

 

４－２  働く場における男女共同参画の推進 

《主な取組》 

・事業所に向け、男女雇用機会均等法や育児・介護休業法等に係る情報を提

供し、職場での男女共同参画を推進します。 



23 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市において、個性と能力を十分に発揮しながら活躍している女性はまだま

だ少ない状況です。女性の活躍を進めるためには、ワーク・ライフ・バランス

の図られた働き方を推進するとともに、女性自身のキャリアアップへの不安解

消と意識改革が重要となります。女性のキャリア形成に向けた意欲を向上させ、

女性の活躍を促進します。 

また、結婚や出産を機に離職した女性の再就職や、女性の起業を支援するこ

とも重要です。再就職に向けた就職活動や、起業に必要な経営ノウハウを学べ

る機会等を提供し、女性の活躍につながるよう支援していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(%) 

◆管理職に占める女性の割合 

出典：総務省統計局「国勢調査」     
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（全国第４６位） 

 施策の方向 ５  

女性のキャリア形成支援 

出典：総務省統計局 平成２７年国勢調査  

就業率 雇用者に占める正規職員等の割合

男性 68.9％（全国第6位） 84.3％（全国第6位）

女性 52.6％（全国第1位） 53.9％（全国第2位）

◆就業率と雇用者に占める正規の職員・従業員の割合 

基本目標Ⅱ 女性がいきいきと活躍できる社会の実現 (女性活躍推進計画)
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 ※ＷＥＢ診断システム「Fukurea」を導入する企業より算出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

成 果 指 標 現 状 
目 標 値 

（令和８年度） 

女性管理職の割合 
１３．０％ 

（令和３年９月） 
１８．０％ 

数値目標 

基本的施策 

５－１ 女性のキャリア形成に向けた意欲促進 

《主な取組》 

・交流会やセミナー等を開催し、女性のキャリアアップに向けた不安解消と

意欲向上を図ります。 

・各種講座やセミナー等を開催し、女性の意識改革やリーダー的役割を担う

人材育成につなげていきます。  

  

５－２ 女性の再就職・起業等への支援 

《主な取組》 

・結婚・出産・子育て等で離職した女性に、ビジネスマナー等の講座を開催

し、再就職に向けた支援を行います。 

・子育て等により時間的制約のある女性に、複数の企業と面接できる機会を

設け、効率的に就職活動を行えるよう支援します。 

・開業に関するセミナーの開催等により、女性による起業を促進します。 
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 本県は、女性の就業率や共働き率が全国トップレベルである一方、男性中心

の労働環境が根強く残り、男性は仕事を優先する傾向にあります。そのため、

男性の家事・育児・介護に携わる時間は少なく、依然として女性の負担が大き

い状況です。 

女性の負担を軽減するためには、男女が家庭での責任を分かち合い、ともに

協力しながら家事・育児・介護に携わる必要があります。家庭向けに家事等の

分担意識を啓発し、男性がより主体的に家事・育児・介護に参画するよう、意

識改革を図っていきます。 

また、子育てや介護等に関する負担や不安を払拭し、安心して取り組めるよ

う、支援体制の充実を図っていきます。 

 

 

 

       

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 施策の方向 ６  

男女がともに担う家庭生活づくり 

出典：総務省統計局 平成２８年社会生活基本調査 

 

◆共働き率 

出典：総務省統計局 平成２７年国勢調査  

福井県 58.6％（全国第1位）

全国 47.6%

◆福井県の男性、女性の 1日（有業者の週平均） 

基本目標Ⅱ 女性がいきいきと活躍できる社会の実現 (女性活躍推進計画)

男性 

女性 
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※市民意識調査による 

 （令和２年度は家事・育児への参画時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成 果 指 標 現 状 
目 標 値 

（令和８年度） 

男性の家事・育児・介護への参画時間 
５１分／日 

（令和２年度） 
６０分／日 

数値目標 

基本的施策 

６－１ 男性の家事・育児・介護への参画促進 

《主な取組》 

・家事・育児シェア見える化シートの活用により、男性の家事・育児等への

参画意識を促し、女性の負担軽減を図ります。 

・男性の家事・育児・介護への参画に向けた講座やセミナー等を開催し、意

識改革を図ります。 

  

６－２ 結婚、子育て、介護に関する相談・支援 

《主な取組》 

・結婚を考える若い世代に対し、出会いから交際、結婚に至るまでの一貫し

た支援を行います。 

 ・子育て中の親が気軽に相談でき、親子が交流できる機会の充実を図ります。 

 ・子育て家庭の負担を軽減するため、一時保育や保育園等への送迎など、き

め細かにサポートします。 

 ・男女がともに介護に関する知識や理解が深まる場を提供します。 
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防災や災害に強い社会を実現するためには、性別によって災害から受ける影

響に違いがあることから、男女双方の視点を反映した防災、災害対応を行うこ

とが重要となります。災害時の避難所運営において、男女別の更衣室や授乳室

の設置等、男女のニーズの違いに配慮した、さらなる取組の充実を図っていき

ます。 

さらに、自主防災組織や女性防火クラブ等を対象とした研修会や説明会等を

通じ、日頃から防災活動に関わる女性の参画を積極的に働きかけるとともに、

人材を育成していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 施策の方向 ７  

防災や災害対応における 

男女共同参画の推進 

出典：内閣府 令和３年版男女共同参画白書 

◆地方防災会議の委員に占める女性の割合の推移 

基本目標Ⅲ 安全・安心な暮らしの実現
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  ※自主防災連絡協議会や自治会単位の自主防災組織に女性委員がいる地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

成 果 指 標 現 状 
目 標 値 

（令和８年度） 

自主防災組織に女性の参画が 

位置付けられている地区数 

２２地区 

（令和３年８月） 
３４地区 

数値目標 

基本的施策 

７－１ 防災や災害対応における男女共同参画意識の醸成 

《主な取組》 

 ・自主防災組織等への女性の参画を図ります。 

 ・災害時に男女双方が役割を担う訓練を実施します。 

 

７－２ 防災活動における女性の人材育成 

《主な取組》 

 ・女性対象の研修会を開催し、防災知識及び技術の向上を図ります。 

 ・女性消防団員による、市民への応急手当の普及啓発に努めます。 

 ・女性防火クラブの育成と活動を支援します。 
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男女共同参画社会の実現には、男女が互いを尊重し、一人の人間として認め

合うことが重要です。そのためには、重大な人権侵害となる配偶者やパートナ

ーからの暴力（ＤＶ：ドメスティック・バイオレンス）や、性別による差別的

扱い等を根絶する必要があります。 

暴力等を根絶するために、防止や人権尊重の意識を高めていきます。 

また、暴力等による被害者への支援を充実させるため、関係機関との連携強

化を進めます。ＤＶに関する正しい知識の普及を図るとともに、被害者の安全

確保や自立に向け、一人ひとりの事情に応じた支援を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 施策の方向 ８  

男女間における暴力等の根絶 

◆DVに関する相談機関 

基本目標Ⅲ 安全・安心な暮らしの実現

住所 電話番号 受付時間

福井市大手３-１０-１ ０７７６-２０-５１４０
月、水～金曜
９：００～１７：００

（祝日・年末年始を除く）

福井県生活学習館
（ユー・アイふくい）

福井市下六条町１４-１ ０７７６-４１-７１１１
火～日

９：００～１6：４５
（第３日曜、祝日の翌日、年末年始を除く）

福井県総合福祉相談所 福井市光陽２-３-３６ ０７７６-２４-６２６１

月～金曜
８：３０～１７：１５

毎日
１７：１５～２２：０0

福井健康福祉センター 福井市西木田２-８-８ ０７７６-３６-２８５７
月～金曜

８：３０～１７：１５
（祝日・年末年始を除く）

福井市大手３-１７-１
＃９１１０または

０７７６-２６-９１１０
毎日

２４時間対応

福井県 ０８０-8690-0287
毎月第1～4水曜
9：00～13：00

福井市手寄１-４-１
（アオッサ７階）

０７７６-２９-２１１１
火～金曜

９：００～１７：００
（祝日・年末年始を除く）

福井市春山１-１-５４
（福井春山合同庁舎）

０５７０-０７０-８１０
月～金曜

８：３０～１７：１５
（祝日・年末年始を除く）

福井市宝永３-８-１ ０１２０-７８３-８９２
月～土曜

１０：００～１６：００
（祝日・年末年始を除く）

内閣府 ＃８００８
最寄りの窓口に自動転送
各機関の相談受付時間

内閣府 0120-279-889
毎日

２４時間対応

公益社団法人　福井被害者支援センター

男性DV電話相談
（DV被害を受けている男性のための相談専用電話）

DV相談ナビ
（配偶者等からの暴力被害者相談窓口）

福井県警察本部　警察安全相談室

DV相談＋（プラス）

相談機関名

福井市ひとり親家庭就業・自立支援センター

配偶者暴力
被害者支援
センター

福井地方法務局　女性の人権ホットライン

福井県人権センター

（配偶者暴力防止対策基本計画） 
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※市民意識調査による 

（令和２年度は男女共同参画に関する市民意識アンケート調査による） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

成 果 指 標 現 状 
目 標 値 

（令和８年度） 

ＤＶ相談窓口の認知度 
８０．１％ 

（令和２年度） 
９０．０％ 

数値目標 

基本的施策 

８－１ 配偶者等からの暴力防止等に向けた意識の醸成 

《主な取組》 

 ・ＤＶやハラスメントに関する講座を開催し、正しい知識の普及と予防に努

めます。 

 ・心身の健康やＤＶ等、女性に関する相談窓口の情報をホームページ上で一

体的に提供します。 

 

８－２ 被害者等への相談支援の充実 

《主な取組》 

 ・暴力等に関する女性の相談や人権侵害による苦情・意見・相談等に対し、

関係機関と連携して対応します。 

 ・人権悩みごと相談や心配ごと相談等の各種相談による支援を行います。 
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男女が互いを尊重し合い、安全・安心な暮らしを実現するためには、生涯を

通じ、心身ともに健康で充実した生活を送ることが大前提となります。さらに、

男女で異なる健康上の問題に直面することにも留意しなければなりません。 

特に、子宮がんや乳がんを始めとする疾病等について、不安を解消し、早期

発見・治療につながるよう、支援していく必要があります。 

また、妊娠・出産については、安心して子どもを産み育てられるよう、健康

づくりを支援し、周囲の理解や協力を促すことが重要です。 

男女ともに、生涯を通じた健康への支援を図っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 施策の方向 ９  

生涯を通じた健康づくり 

出典：内閣府 令和３年版男女共同参画白書 

基本目標Ⅲ 安全・安心な暮らしの実現

◆女性の年齢階級別がん罹患率（平成２９年） 
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成 果 指 標 現 状 
目 標 値 

（令和８年度） 

子宮頸がん検診の受診率 
４０．１％ 

（令和２年度） 
４２．０％ 

数値目標 

基本的施策 

９－１ 妊娠や出産、女性特有の疾病等に関する健康支援 

《主な取組》 

 ・出産を迎える夫婦向けに両親学級を開催し、母体への負担や家事・育児の

協力・分担について、男性の理解を促します。 

・育児に関する情報発信や助言を行い、安心して育児ができるよう支援しま

す。 

 ・女性特有のがん等の検診受診を勧奨します。 

  

９－２ 様々な世代に向けた健康づくりへの支援 

《主な取組》 

 ・心身の健康や生活困窮による健康不安等、女性に関する相談窓口の情報を

ホームページ上で一体的に提供します。 

 ・健康体操教室やスポーツレクリエーション大会等を開催し、スポーツを通

じた健康づくりを推進します。 

 ・身近な活動拠点を利用した高齢者の健康づくりを支援します。 




